第８回まちづくり懇談会　議事要旨
日時：平成２７年１月２３日（金）１３：３０～１４：４５
場所：市役所９階　第２応接室
出席者：市側　松戸　徹　船橋市長

市民団体　「ひとり暮らし高齢者等見守り活動」実施５団体（以下「団体」）
　　　　　　　高根台分譲住宅自治会福祉部

牡鹿台ハイツほっとコール

緑台たすけあいの会

高根東ゆうゆう会

二和グリーンハイツ見守りネットワーク
テーマ：「ひとり暮らし高齢者等見守り活動」
懇談内容

（団体）私の住んでいる地域は、４０年前に入居した人たちが高齢になり、若い人達が団地から出ていったために、見守り活動の対象である６５歳以上の人の割合は３５％である。これからますます高齢化が進み、私たちが先頭に立って取り組まないといけない状態に来ている。市でも色々と考えていただいているが、これからどうしたら良いか。

（市長）今、この見守り活動だけではなく、町会や自治会もスポーツ団体でも、昔と違って中年層が全く入ってきてない。非常に危機感を持っている。学校にある「おやじの会」という小中学校のお子さんを持つ３０歳から４０歳ぐらいのお父さん方と話をするとやる気はある。やる気はあり、月に１回であれば参加出来るが、役割を担わされると、負担が大きすぎて責任を持って活動が出来ないという方が多い。上手く出来るかどうかはわからないが、お願いの仕方や最初の取っ掛りを本当にシンプルにしてはどうだろうか。「今年これだけやるからここの所を１回だけ手伝ってもらえないか」というところから入ってもらう事も必要ではないかと思っている。私たちもとても仕事が忙しいと思ったが、現在の中年世代はもっと疲弊しているようだ。５０代ぐらいの人は退職するまで待ってからの方が良いかもしれない。しかし、その前の地域デビューの方が大事である。

（団体）３０代、４０代の方々が参加してくれれば先行きは明るいが、職場でも役を押し付けられ、地域でも役を押し付けられて、嫌がられるのは良くない。一方で、短い時間だと、折角出来てきたのに交代というのは良くないのではないか。
（市長）町会の役員を務めると１年間務めなければならないので、勘弁して欲しいという人が多い。「スポットで良いからと言えば手伝えるかもしれない」というのが本音ではないだろうか。今は、地域の中で動くという事自体がない。１回入ると、そこからずっと関わっている人もいる。アプローチやお願いの仕方も考える必要があるのではないだろうか。

（団体）次に、個人情報について、色々な活動をしていく中で、民生委員さんの守秘義務というのがよく言われる。高齢者の色々な状況を比較的把握出来ているのが民生委員さんである。そこで、理事の中に民生委員さんに入ってもらい、一緒に取り組んでいる。例えば、この対象者に対してどうしてあげたら良いのかという問題が起きた時に、守秘義務がある中でも共有して一緒にその対象者をサポートする事が出来る。現場では、このようにしないと困っている方をサポートするのは非常に難しい。高齢の方が増え、認知症の方が増えてきている中では、上辺だけのサポートでは出来ないような方が非常に増えてきている。私達も家族関係等をきちっと把握出来ていない部分もあるので、担当地域の民生委員さんに相談している。民生委員さんと私達は比較的連携が取りやすく、情報を共有している。認知症で出歩いて大変だという事があれば、民生委員さんと共に様子を見に行く事をしている。このような状況の中、守秘義務という部分をどの程度に考えたら良いのか、行政としても、今後どう考えているのか。

（市長）これについては、本当に頭の痛い問題であるが、個人情報保護法について、国の考えもだいぶ変わってきている。災害対策基本法の中では、災害時には市が持っている名簿を提供して活用する。それについては、本人の利益になるからという事を明確にしている。皆さんに取り組んでいただいているように、通常の時に、本当は本人の利益になると思われるが、本当に困った時に、本人の利益というのがどこまでがその人が認めている本人の利益なのかという事が計れない。例えば、「あんしん登録カード」の中に町会自治会等と共有する様な事が書いてあるが、その解釈として皆さんに見守りの活動を含めるかどうかというところのコンセンサスを図る必要があるかもしれない。

（団体）今のお話のとおり、私共の会は町会の防災組織とも協力するという事で取り組んでいるので、あんしん登録カードもどこかで共有させていただく場面もある。

（市長）一番効率的な事は、皆さんがその見守りの対象になった方々に同意の判子を押してもらい、共有させてもらうという同意書を取っておく事ではないだろうか。

（団体Ａ）見守りの対象者に入っている人には、自宅で何かあった時には鍵を開けても良いという念書を作ってある。そうでないと、警察や親戚を待っていたのでは間に合わない。それは、ご家族にも当人にも承認してもらい、半強制的に取り組む必要がある。
（市長）ご提案の方法が市としては一番短時間に出来る事だと思う。市が行うとどうしても市全体の統一ルールになるので、少しでも意見が違う人がいればそこの調整だけでとても時間がかかってしまう。「困ったらお隣に何でも言ってあるから聞いて」というようなシンプルなものが、皆さんの出来る活動ではないだろうか。

（団体Ｂ）念書について、警察が来て大変だったことがあったのでこりごりである。とにかく警察の人を呼んできて何かしてもらう事がまず先決である。

（市長）このことについては、署長にも話をしておく。

（団体）次は、申請書類の簡素化について、この見守り活動は、ほとんど見守っている方も見守られている方もみんな老人である。例えば、「こういう見守りネットワークをやりたい」という時に、その申請書類が全然分からない。こんなに面倒臭い事があったらちょっと控えるという話も、間接的に聞いた。中身を「あったか訪問」「地域交流会」「声の電話訪問」の３つに分けなきゃならないのか。三段階に分けて収支決算も出さなければならないので、ひとまとめに出来ないのか。これだけではないが、色々な書類もかなり複雑化している。もう少し簡素化していただき、やりやすいようなシステムにしていただきたい。

（市長）これについては、事前に記載しておいても問題ないものについては、記載しておく等工夫はしているが、この件だけではなく、役所の書類は、私が見ていても面倒臭いなと思う時もある。
会計監査等の監査が入った時に、「こんな事も確認しないで了承したのか」と指摘をされる。市民サービスをし易くすると、何かの時にこんなに杜撰であったと、新聞報道でもよく杜撰な処理と出ている事がある。しかし、工夫をする必要はある。例えば、先程の「あったか訪問」「交流会」「電話訪問」の３つについてチェックを行い、３つとも共通した部分に付ける等出来るかもしれない。

（団体）市民目線も取り入れて申請書類等を作っていただかないと改善されない。

（市長）時間があればどこが面倒臭い等のアドバイスをしていただきたい。

（団体）活動団体の相互啓発に向けた定期会議の開催、レベル向上の取り組みについて、担当部署には活動団体の交流会開催を以前からお願いしていた。一昨年は１回行ったが、その時に一つの団体の案内ではなくて、参加した全部の団体がどういう風に取り組んでいるかという事を私たちは知りたい。一つの団体の紹介だけでは、求めているものが違う。難しく考えないで、もう少し柔らかいソフトな感じの交流会を１回でも良いので開催していただきたい。全部の団体が一言でも話すような形のソフトな交流会を希望している。

（市長）それは、ワークショップみたいなものか。要するに、事例発表は簡単に行って、あとはテーブル毎で「あなたのところはどう取り組んでいるのか」という形か。

（団体）そうです。あとで、どんな話が出たかをまとめれば良い。一つの団体が発表しても、知っているし、聞いているという部分もある。そういう形は望んではいない。

（市長）全体に声を掛けるというのは、見守りの会だけではなく、違うジャンルの人達も入った方が良いのか。それとも、同じ見守りの会の３０団体くらいの人達との交流会の方が良いのか。

（団体）最初は、見守り活動実施団体を主として考えている。他の団体は、同じ高齢者でもステージがあると思う。元気な高齢者もいれば、家から出られないという高齢者もいる。そういうのも含めて高齢者を見守り、そして見守られてという形でやっていただきたい。

（市長）分かりました、また具体的にお話しをさせていただきたい。担当部署から相談させてもらい、場所等はこちらで準備をする。逆に、運営をそちらで行ってもらった方が良い。市の方が運営をすると、どうしてもかっちりしたものになってしまう。運営も皆さんでアイデアを出し合って、「皆が集まったらこんな事を、こんな話をしてみよう」という事を出してもらいながら行って欲しい。

（団体）さっきの話ではないが、お役が回ってくると嫌になってしまう。

（市長）それはお手伝いをさせてもらう。市が全部行ってしまうと、自分たちが思ったものと違うものになってしまう。
（団体）この団体は、病院送迎の要望対応に苦慮しているという事例が出た。ご近所の自家用車使用の可否についてである。つまり、隣のおじいちゃんに頼まれて、仕方ないから自家用車で運んだ。本当はいけないが、何かあった時の事を考えると仕方ない。しかも、私たちはこういう活動をしている。頼りにされると、万が一の事があった時の保険もかけていなかったという事があってはならない。これについてどのようにお考えか。調べたところ、松戸市では病院送迎の活動をしているＮＰＯがあるような事を聞いている。

（団体）地域交流会補助金枠の拡大について検討して欲しい。これは、世帯数の多い団体への対応であるが、現在上限がある。１団体３０人と指定されており、大きい団体になると５０人くらい集まるのでこれだけではなかなか済まない。ただ金額の拡大ではなくて、何か工夫をして拡大していただきたい。

（団体）“声の電話訪問“を始めたときに、個人の固定電話や携帯電話で始めた。そうなると、みんな自分の電話代で払う事になる。その折、担当部署の助言により補助金制度があるという事で、本当に感謝している。そして、電話代も払えるようになった。この地域では継走電話というリレー電話で、頭から次から次へと、皆が見守り見守られという状態である。特定の人が電話を掛けるのではなく、皆が電話をしている。そういう意味でも補助金は非常にありがたかった。これは、お礼を申しあげなければならない。見守るのは全員が行わなければならない。役員だけが行うのではない、固定の人が行うのではない。私共の場合は全員が見守り見守られというスタイルで行っている。

（市長）今の病院送迎の話と交流会の話については、以前に船橋でも行っていたような気もする。このＮＰＯの活動として行っている病院送迎については、もう一度確認をしてみる。これは、ある程度元気なお年寄りが病院に行くから連れて行くという話なのか。介護サービスの一つなのか。
（団体）それもあるが、両方である。歩けなければ、近所の方にお願いしなければならない。介護までいかない。花見川団地では、運転してお礼をした金額に対して税金がかかった。それにより花見川団地では計画倒れになってしまった。そういう事のないようにやらないといけない。

（市長）これについては、さすがに整理が難しいかもしれない。

あと、交流会の補助については、配慮していきたい。これは仕組みの問題なので、出来るのではないかと思う。担当部署もその辺は気にしている。後ほど報告をさせていただく。

（団体）最後に一言、市長よりお願いします。

（市長）船橋では、今、地域包括ケアの担当と色々な事を進めているが、全く地域によって状況が違っている中で、ワンパターンで制度を整備していくと現実と合わない事がある。こうして地域の中で活動していただいている事は、船橋の街としては非常に心強い。高齢者が高齢者を介護しなければならない状況の中で、先ほど言った世代の方々と交流できれば良い。お話し出来なかったが、担当部署から市民大学のカリキュラムの話も聞いている。これについては、担当部署と話をして、もし可能であれば行いたい。例えば、この中の誰かが講師になって話をしても良いのではないか。市民大学校へ行って、授業の１コマの中で、今の状況等を話す事も大事かもしれない。今日お伺いした事については色々と活かしていきたい。ころからもよろしくお願いします。

（団体）よろしくお願いします。ありがとうございました。


